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WHOがパンデミックと表明した新型コロナウイルス

4

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）
• 2019年12月、中国湖北省武漢市で確認
• 2020年3月11日、WHO(世界保健機関)は Covid-19 をパンデミックと表明
• 日本国内で累計約3000万人が感染 （2023年5月時点）
• 日本国内で累計約7.5万人が死亡 （2023年5月時点） 出典 NHK, 「新型コロナと感染症・医療情報」



パンデミックの起源

¡ パンデミックの起源として２つの可能性
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動物から人に感染 研究所からの流出



研究所からのウイルス流出事例

天然痘の漏洩事件（出典：ダイヤモンド・オンライン）

¡ 空気感染、飛沫感染、致死率は20～50%

¡ 当時、自然界にほぼ存在しないウイルス

¡ 1982年、イギリスのバーミンガム大学職員が感染、死亡

¡ その後の調査で、教室の真下で天然痘ウイルスの研究が行われていたことが判明

¡ 実験室から通気孔を通って到達、感染
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研究所からのウイルス流出事例

台湾での事例（出典：Times, Bulletin of Atomic Science）

¡ 台湾では、水際対策の成功で感染の報告無し

¡ 学術機関で、ワクチン開発に携わる研究員が研究用マウスに噛まれる事故

→ 研究員が感染、研究員の周囲110人にも感染

¡ その後の調査で、ワクチン開発のために研究所に提供されていた

デルタ株と同じ型に研究員が感染していたことが判明

¡ 研究員の上司も、2003年のSARS流行の際に同様の事故
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・614番目が D（アスパラギン酸）

→ヒトの体内で不安定、コウモリや実験室の培養環境で安定

・614番目が G（グリシン） →ヒトの体内で安定

そのため、市中感染の過程では D → G に変異するのが自然

研究所流出可能性を示唆する研究結果
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（ Kakeya et al. ）
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しかしKakeyaらの解析では、B.1.617.2株やBA.2株で

不自然な G → D への変異が多数起こっていたことが確認された

→ 研究所で扱っていたウイルスが流出した可能性

研究所流出可能性を示唆する研究結果
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G614D変異

（ Kakeya et al. ）
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本研究の目的

・Kakeyaらの研究で調査されていない変異株で、

多数のG614D変異が見られる変異株がないか調査。

・多数のG614D変異が起きている変異株があれば、

いつ、どこで集中して起きているかを分析。

その結果から、流出元を考察。
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分析手法

①NCBIのデータベース GenBank から変異株ごとにデータを取得
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・アミノ酸配列 ・検出された日時 ・検出された場所

GenBank (https://www.ncbi.nlm.nih.gov/labs/virus/vssi/#/)

データを取得



分析手法

②取得したアミノ酸配列のデータからG614D変異事例を探す
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多くのG614D変異が見られる
変異株をしぼりこむ

その変異株について
日時・場所データをもとに分析

G614D変異が起こっていること
を示す配列「YQDVN」を検索
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分析結果

18種類の変異株についてG614D変異が多く見られるか調査

→赤字の変異株にしぼり、検出日時・場所データをもとに分析 16

変異名 A Y .103 A Y .44 B .1.1.519 B .1.427 B .1.429 B .1.526 B .1.637 B A .1.15 B A .5.2.1

G614D変異 163 134 5 4 7 10 8 57 5

全体の数 242444 208550 12534 13062 29260 33588 11185 84850 82004

割合(％) 0.067 0.064 0.04 0.031 0.024 0.03 0.072 0.067 0.006

変異名 B A .5.5 B E.1 B E.3 C H .1.1 D .2 X B B .1.16 X B B .1 B .1.617.2 B A .2

G614D変異 6 1 0 0 0 0 2 403 189

全体の数 34641 6004 5185 1311 11423 3388 3186 45699 84062

割合(％) 0.017 0.017 0 0 0 0 0.063 0.882 0.225

※Kakeyaらの研究と集計方法が異なるため、B.1.617.2変異株とBA.2株も対象とした



分析結果

＜研究所からの流出がない場合の仮説＞

市中感染でG614D変異は極めて起こりにくいため、

（検出時期）変異株全体の数とG614D変異の数の多い時期が重なる

（検出場所）変異株全体の数とG614D変異の数が多い地域が重なる

ことが自然。

→ そうならない時期、地域があれば流出可能性が示唆される
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B.1.617.2（検出時期）
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株全体のピーク
(2021/8月)

G614D変異のピーク
(2021/11月) B.1.617.2 :デルタ株系統

・変異株全体のピークと比較し
G614D変異のピークが遅い

不安定な変異のピークが後から
起こることは不自然
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B.1.617.2（検出位置）

G614D変異株全体

G614D変異が
特に多い

同変異株と比較した場合、北東のミシガン州、イリノイ州で
G614D変異が特に多い

共通して多い ミシガン州

イリノイ州

カリフォルニア州

テキサス州 フロリダ州
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AY.103（検出時期）
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AY.103: B.1.617.2(デルタ)の亜種
(後に出た系統)

・G614D変異のピークは
株全体のピークと比べて
若干遅れている

・B.1.617.2のG614D変異の
ピーク(11月)と同じである

G614D変異のピーク
(2021/11月)
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AY.103 (検出位置)

G614D変異株全体

G614D変異が
特に多い

・ミシガン州などアメリカ北東部で多くG614D変異が
見つかっている

・B.1.617.2ととても分布が似ている

共通して多い
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AY.44(発生時期)

AY.44: B.1.617.2(デルタ)の亜種
(後に出た系統)
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・G614D変異のピークが全体
と比較して遅れている

・他のデルタ株系統と同様に
2021年11月に復帰変異の
ピークが来ている

G614D変異のピーク
(2021/11月)

株全体のピーク
(2021/8月)



AY.44(発生位置)

株全体 G614D変異

・他のデルタ株同様アメリカ北東部でG614D変異が多くみられ
る。
・カリフォルニア州でもG614D変異が若干多い

G614D変異が
特に多い共通して多い



BA.1.15

BA.1.15:オミクロン株の系統 

・検出位置、場所共に
あまり差はみられない

・どちらもテキサス州で
多く検知された
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G614D変異株全体
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BA.2
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BA.2:オミクロン株の系統 

G614D変異が
特に多い

G614D変異の
ピーク(2022/5月)

変異全体の
ピーク(2022/4月)

・G614D変異は全体のピークより
遅れている

・ニューヨーク州でG614D変異が
多く見られる

株全体 G614D変異

ニューヨーク州
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考察

図：B.1.617.2(デルタ株)のG614D発生位置の拡大図

デルタ株のG614D復帰変異が特に多い地域
Ø ミシガン州
Ø イリノイ州

SARS-CoV-2を扱っている施設の場所
Ø ミシガン州
Ø ミズーリ州セントルイス

(イリノイ州のすぐ隣)

G614D復帰変異が特に多い地域の
近くにSARS-CoV-2の配列を扱う
施設がある

=SARS-CoV-2の配列を扱う施
設
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考察

事実

G614D復帰変異が
イリノイ州、ミシガン州で

多く発生している

デルタ株のG614D復帰変異
が流行後期に発生する

G614D変異は自然界で
発生しにくい

考察

デルタ株
(B.1.617.2,AY.103,AY.44)
のG614D復帰変異は

イリノイ・ミシガン
辺りから漏れ出た

可能性？
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まとめ

分析手法
Ø コロナウイルスのG614D変異の検出
Ø 検出数の多い株については時系列と発生位置の分析を実施

結果
Ø デルタ株(B.1.617.2)とデルタ株の亜種(AY.44)のG614D復帰変異が全体の 
ピークに対して遅れている

Ø デルタ株の亜種(AY.103,AY.44)はB.1.617.2と
復帰変位のピークがどちらも2021年11月で等しい

Ø デルタ株の復帰変位の検出位置はミシガン州、イリノイ州が多い

課題
この研究は研究所からの流出の直接的な証拠を示すわけではない
Ø (立ち入り検査等)直接検証する必要がある 30
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分析手法
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縦軸：検出数
横軸：日付

橙：614番目がD
青：614番目がG


